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論文審査の要旨

肺癌における分子標的薬の開発に伴い、遺伝子診断の重要性が増している。生

検・手術材料を用いた検討が現在の主流であるが、細胞診標本を用いた遺伝子

診断が可能になればその臨床的利便性は高い。本研究では、肺癌培養細胞を患

者陰性曙疾に混じた疑似陽性曙疾を用いて、核酸抽出法による核酸抽出効率の

比較、遺伝子変異検出に必要な癌細胞数の検討などを行っている。その結果、

最少30個程度の癌細胞があれば遺伝子変異を検出できることが示されたが、検

出する遺伝子変異や細胞の差異によ り効率が異なることも明らかとなった。

公聴会においては、検出遺伝子による必要癌細胞の差異への対応や曙疾検体

におけるDNA 変性の評価などが質問されたが、

今後DNA 変性を加味した実験を計画していることが回答され、適切な質疑応答

と見なされた。

本研究の結果、患者曙疾を用いた遺伝子診断の臨床応用の実用化に大きな進

展が認められ、重要な研究と見なされる。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに病理診断学の進歩

に寄与するところが大きいと認める。
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